
小川駅西口地区第一種市街地再開発事業

＜次 第＞

１．開会

２．事業概要等説明

３．質疑応答

４．閉会

令和２年１０月９日、１１日

小川駅西口地区市街地再開発組合

周辺説明会



１．市街地再開発事業とは

○地域の課題

・老朽化した建築物が密集している地区

・道路等の都市基盤が未整備な地区

・狭い道路が多く、防災面に不安がある地区 など

・古い建築物を取り壊し、不燃化された共同の中高層ビルを建築

・あわせて道路やオープンスペース等を整備

○市街地再開発事業
都市再開発法に基づき実施
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２．小川駅西口地区の抱える課題／整備の目標・方針

・小川駅は小平市の西の玄関口と呼ばれていますが、西口は道路が狭く、

交通広場も未整備であり、老朽化した建物が密集している状況。

・付近には、教育施設や福祉施設、医療施設が多く立地しているものの、

歩行者にとって、駅前を通行する際の安全性が確保されていません。

・駅周辺には、かつてのにぎわいが見られず、活気に乏しい状態。

・住宅地にふさわしい自然環境や連続する緑のネットワークが少ない。

「小平市の西の玄関口」として

ふさわしい地域拠点の形成

○地区整備の目標
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○整備方針

①交通結節点にふさわしい都市基盤の整備

②地域のにぎわい・交流の場づくり

③安心で住みよい防災性の高い住環境の創出



３．施行地区の概要・事業主体

○地区の範囲

■地区名 小川駅西口地区

■所在地 小平市小川西町四丁目及び

小川東町一丁目各地内

■地区面積 約1.2ha

■施行者 小川駅西口地区市街地再開発組合

(組合員数４２名、組合設立時点)

3

小川駅西口地区
再開発区域
約1.2ha

再開発地区位置図



４．これまでの取り組み経緯

平成４年 10月 小川駅西口地区再開発協議会 発足

平成19年 ５月 小川駅西口地区市街地再開発準備組合 発足

平成23年 １月 事業協力者を選定（旭化成不動産レジデンス株式会社）

平成26年 ２月 小川駅前周辺地区まちづくりビジョンの策定（小平市）

平成30年 ８月 都市計画決定

令和２年 ４月 小川駅西口地区市街地再開発組合 設立
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５．施設計画 ①施設建築物（再開発ビル）

再開発区域

施設建築敷地

歩行者動線

車両動線

小川駅

施設配置イメージ

小平3・4・12号線

住宅
エントランス

南
北
貫
通
通
路

区
画
道
路
３
号

区
画
道
路
１
号

区画道路２号

荷さばき
スペース

交通広場
約3,700㎡

（仮称）小川
にぎわい広場
約1,000㎡

施設用
駐車場
（自走式）

商業
商業

低層部
（地下１階・
地上5階建）

メイン施設となる「再開発ビル」

〇商業店舗や公益施設などの生活施設を集約

して、地域生活を支える複合市街地を形成

します。

〇ファミリー世帯を中心として多様な世代・

世帯の居住に対応した住みよい集合住宅を

整備します。

〇建物の不燃化及び耐震化により、地域の

防災性向上に寄与します。

高層部
（地下１階・
地上27階建）

施設用駐車場
（立体自走式）
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再開発ビルの全景イメージ（南西側より）



５．施設計画 ①施設建築物（再開発ビル）

項 目 計 画 内 容
建築敷地面積 約5,050㎡

規模・構造
地下1階、地上27階
鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

建物高さ 約98.5ｍ ※建築基準法上の高さ
建築面積 約3,518㎡
建ぺい率 約69.7％

容積対象床面積 約27,747㎡
容積率 約549.5％

延べ面積 約39,909㎡ ※駐車場面積(機械パレット共)含む

※南側(交通広場)から見た断面図

デッキによる駅舎

との接続(検討中)

小川駅

１階

２階

３階

４階

５階

６階

２７階

駐車場：住宅用(タワー型機械式) 約100台

施設用(立体型自走式) 約74台

荷捌用 約３台

駐輪場：住宅用・施設用共に地下１階に設置

○導入施設 ６～27階：住宅(約214戸)

４、５階の一部：公益(小平市が取得予定)

※西部市民センター等の機能を移転予定

３階：業務(生活サービス系施設を想定)

１、２階：商業(権利者店舗＋テナントを想定)

○計画諸元
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５．施設計画 ②（仮称）小川にぎわい広場の整備

まちの憩い空間となる「広場」

〇日常的な憩いの場やにぎわいのスペース

となる広場（(仮称)小川にぎわい広場）

を整備します。

小川駅

施設配置イメージ

小平3・4・12号線

住宅
エントランス

施
設
内
貫
通
通
路

区
画
道
路
３
号

区
画
道
路
１
号

区画道路２号

荷さばき
スペース

交通広場
約3,700㎡

施設用
駐車場
（自走式）

商業
商業

（仮称）小川
にぎわい広場
約1,000㎡

再開発区域

施設建築敷地

歩行者動線

車両動線
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広場空間のイメージ（北西側より）



５．施設計画 ③施設内貫通通路の設置

にぎわいあふれる商店街の継承
周辺地域との連続性の確保

小川駅

施設配置イメージ

〇地区の南北をつなぐ施設内貫通通路を

再開発ビルの１階に設けます。

〇現在のまちの動線を継承して、駅から

中宿通り方面への回遊性を高め、

新たなにぎわいづくりを促進します。

小平3・4・12号線

住宅
エントランス

区
画
道
路
３
号

区
画
道
路
１
号

区画道路２号

荷さばき
スペース

交通広場
約3,700㎡

（仮称）小川
にぎわい広場
約1,000㎡

施設用
駐車場
（自走式）

商業
商業

施
設
内
貫
通
通
路

再開発区域

施設建築敷地

歩行者動線

車両動線
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施設内貫通通路のイメージ（南側(交通広場)より）

VIEW



５．施設計画 ④区画道路の整備・沿道空間の形成

施設配置イメージ

小平3・4・12号線

住宅
エントランス

施
設
内
貫
通
通
路

区画道路２号

荷さばき
スペース

施設用
駐車場
（自走式）

商業
商業
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区画道路1号、2号断面

断面位置

横断歩道

荷捌き車両出入口
（予定位置）

駐車場出入口
（予定位置）

小川駅

区
画
道
路
1

号

区画道路

区
画
道
路
3

号

横断歩道

交通広場
約3,700㎡

（仮称）小川
にぎわい広場
約1,000㎡

みどりが連続する
歩行者空間



５．施設計画

小川駅

施設配置イメージ

小平3・4・12号線

住宅
エントランス

施
設
内
貫
通
通
路

荷さばき
スペース

商業
商業
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交番（予定位置）

タクシー降り場1台

コミュニティタクシー
乗降場1台
（路線バスの発着も可）

タクシープール6台

断面位置

身障者用乗降場1台

タクシー乗り場1台

横断歩道

区
画
道
路
1

号

交通広場

⑤交通広場の整備

横断歩道

一般車乗降場３台
交通広場
約3,700㎡

屋根(検討中)

オープンスペース
(ベンチ等を検討中)

交通広場断面

区
画
道
路
3

号



５．施設計画

11

⑥バリアフリー・工事期間中の配慮

○バリアフリー（小平市福祉のまちづくり条例や国の基準に準拠）

・歩道は段差や勾配が極力生じないように設計

・点字ブロックを設置

・視覚障がい者の方が歩車道の境目を認識できるように配慮 など

・仮設通路のバリアフリー（段差解消、点字ブロックの設置など）

・迂回ルートの案内誘導

・工事期間中の自転車駐車対策

・工事用車両の待機、騒音・振動対策 など

○工事期間中の配慮

詳細は施工業者が決定後に具体化（今後、説明会などでお知らせ）

実施設計で検討中



６．景観・デザインコンセプト
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全体コンセプト︓小川地域の玄関口としてふさわしい歴史・風土・街並みと
調和したやさしいまちの実現

【街並み等の分析】【上位計画の位置づけ】 【計画地周辺の特性】

・野火止用水など

豊かなみどりの

空間が点在

・みどり豊かな

小平らしい景観

を形成

SITE

Sta ti o n

多 多

■みどりをつなぐ

・江戸時代の短冊形

の地割

・“みち”の骨格を

活かし、周辺への

人の流れを継承

時代の流れを継承

時代の流れを継承する

■受け継がれてきた地域性

・まちに根ざしたにぎ

わいの雰囲気を継承

・小川の玄関口として

ふさわしく、誰もが

訪れやすくする

■賑わいを繋ぐ小川の顔づくり

・病院や福祉施設が

多い福祉のまち

・誰もが安全に移動

できる歩行空間を

形成

■安全に移動できる歩行空間

・みどりのネットワーク

(野火止用水、農地、屋敷森、

幹線道路沿道のみどりなど)

・福祉のまち

・人の流れを生み出すみち

・玉川上水の開通以降、新田

開発により定住化が進行

・明治以降、鉄道が開通し、

軍関連施設移転、戦後の工

場進出など

・新田開発による短冊形の

地割りや自然、歴史の風景

が残っている

・明治以降の市街化によって

様々なまち並みが近接

引用：小川駅前周辺地区まちづくりビジョン



７．事業の予定スケジュール

年度 主な予定

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和６年度以降

実施設計(再開発ビル、交通広場等)

権利変換計画作成

▼

(予定)権利変換計画認可(東京都知事)

▼

(予定)再開発ビル着工

▼

(予定)再開発ビル竣工

※交通広場の整備時期は、再開発ビルの竣工時期や別途関連事業として
小平市が検討している自転車駐車場の整備工事等により変わります。
現時点では自転車駐車場の整備については、再開発ビルの竣工後、
約２～２年半の工事期間をかけて行われる見込みです。 13



８．令和２年度に検討していること

①組合員の権利変換計画の作成、関係権利者（借家人等）の意向確認

②１～３階のテナント誘致（次年度以降も継続予定）

③実施設計
・再開発ビル：各フロアの具体的な区画割や面積、導入する設備

バリアフリー、防災機能、環境への配慮など
・交通広場、区画道路：道路構造、道路附属物、電線共同溝など

④景観・デザイン検討（意匠、色彩等）、サイン計画

⑤公衆喫煙所の設置（場所・設備等）

⑥工事期間中の自転車駐車対策

⑦施工業者の選定（方法、スケジュールを含む）
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９．令和３年度以降に検討すること（検討予定時期）

①施工計画、工程立案（施工業者決定後：令和３年度以降）

②工事期間中の仮設通路計画、安全対策
（施工業者決定後：令和３年度以降）

③(仮称)小川にぎわい広場の設計（令和３年度以降）

④交番の設計（令和４年度以降）

⑤管理組合の組織（権利変換計画認可後：令和４年度以降に準備開始）

⑥駐車場運用ルール（権利変換計画認可後：令和４年度以降）
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結．おわりに

令和２年度は実施設計等を行い、施設計画の詳細を検討しています。
進捗につきましては、随時ホームページへの情報掲載等によりお知

らせしてまいります。

本事業に関するご質問・心配事などがありましたら、再開発組合の
事務局まで、ご連絡頂けますと幸いです。

引き続き、本事業へのご理解を承りますよう、何卒よろしくお願い
申し上げます。

小川駅西口地区市街地再開発組合
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【お問いわせ先】 小川駅西口地区市街地再開発組合 事務局

◇事務所 所在地
〒187-0035 小平市小川西町4丁目14-27 NMCビル2階

◇電話：ファックス ０４２－３８６－４６２５
◇電子メール：ogawa-sta.west@outlook.jp
◇ホームページ：http://ogawawest-renewal.com/

多摩
信用
金庫

キッチン
りぼん

保育園

交番

⻄⼝
小川駅

小川駅通り

セブン
イレブン

小
川
駅
西
通
り

二
中
通
り

ＮＭＣビル２階
準備組合事務所

西武鉄道 小川駅


